INTERMINGLEMENT OF INTERIOR AND EXTERIOR URGES TO USE OUTSIDE SPACE : RECONSIDERING REDEVELOPMENT OF WOODEN THICKLY HOUSED AREA AT NISHISHINJUKU by 佐藤 航平
外部空間利用を促すインテリア・エクステリアの混
在 : 西新宿木密地域再開発の再考
著者 佐藤 航平
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 2
発行年 2013-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8545
外部空間利用を促すインテリア・エクステリアの混
在 : 西新宿木密地域再開発の再考
著者 佐藤 航平
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 2
発行年 2013-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8545
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.2（2013 年 3月）                    法政大学 
 
外部空間利用を促すインテリア・エクステリアの混在 
―西新宿木密地域再開発の再考― 
 
INTERMINGLEMENT OF INTERIOR AND EXTERIOR URGES TO USE OUTSIDE SPACE 
- RECONSIDERING REDEVELOPMENT OF WOODEN THICKLY HOUSED AREA AT NISHISHINJUKU- 
 
佐藤航平 
Kohei SATO  
主査 下吹越武人   副査 大江新・渡辺真理  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
 There is rich space peculiar to wooden thickly housed area and it is going to be lost. It inquires about the 
space and I try to keep that rich space. It will be achieved by middle-scale cooperation rebuilding. 
Key Words : Wooden thickly housed areas, Redevelopment,Interminglement   
 
Thickly housed area 住宅密集地  
-はじめに- 
木造密集市街地と呼ばれる地域は戦後復興になどに
よるアナーキーに発生し、防災上多くの問題を抱える。 
しかしその空間の豊かさは、鉄とガラスのビルディン
グネイティブが増加する今日でも誰しも懐かしさ、心
地よさを認めながらもその有用性を文法的に整理され
ずに来たため、床面積という数字以上の価値を認めら
れずに失われてきた。  
懐かしい地域社会を生み出してきた木密の特徴を、
大規模開発と個人による更新の中間である、中規模共
同化による段階的街づくりにより、保持・増進するこ
とを提案する。  
 
１計画背景 
1.コンテクストと無関係な開発  
 東京では木造密集地域は過度の敷地細分化による合
理的でない混雑や、それにともなう防災的弱さを抱え
ており、その整備・向上の重要性は先の東日本大震災
の被害が明らかにしている。  
しかし、現状提案されるもののほとんどが画一的であ
り、従前の環境をクリアランスにすることを前提とし
ており、周辺と無関係に、マクロな経済原理によるボ
リュームが立ち上がる。  
 
 
スカイスクレーパーの陰になる木
造密集市街地の様子二つの間には
違う時間が流れているように感じ
るほど、利用者も空間も大きく異
なる。  
 
２計画目的 
1. 小規模共同化による住環境整備指針の提示  
 コンテクストと無関係に公開空地を取り、縦に伸び
ていくタワー型の再開発、沿道側の不燃化、高度利用
による画一的更新のほぼ二通りでしか町は更新されて
いかず、この流れに乗れない木造密集市街地は老朽化
や住人の入れ替わりが起こらないことによる高齢化な
どにより、都心部でも疲弊がみられる。  
 二項道路を多く抱える木造密集市街地では、個別建
て替えによる建築面積の減尐をおってまでの建て替え
は進まず、大正時代の建築基準法の道路幅員 2.7m か
ら更新されないままの地域が数多くあり、防災的に問
題視されている。  
 この解法の一つとして都も共同建て替えによる制限
の緩和や、意思疎通がなされるがゆえの土地の有効利
用をすすめている。  
 本提案では、そのような共同建て替えの有効性を提
示することとする。  
 
2. 一体とした協定  
共同建て替えの先に地区として防災性、住環境を向
上させるための地域協定を結ぶことで可能となる建築
を考える。  
3.敷地 
新宿区・中野区・渋谷区の３区の区界に位置する西新
Hosei University Repository
宿五丁目を敷地とする。  
1. 三区の交点- 
 この地域は新宿区・渋谷区・中野区のちょうど
区界に位置し、高度災害危険地域に指定されてい
る。新宿地域は副都心として国家主導の道路計画
が進められ、区の周縁である本敷地は今日もその
スピードにとりのこされた場所といえる。  
接する十二社道路を境に西側はいまだにあまり
裕福でない地域であり、で住人の高齢化・建物の
老朽化が進んでいる。副都心と住宅街のはざまに
おいて歪みをもったまちである。  
 
2. 西新宿五丁目市街地開発事業における問題点  
 近年、本敷地では、100ｍ級のタワー型の再開発が浮
上しており、その計画は例外でなく、周辺コンテクス
トから逸脱しており、老朽化に苦しむ住民も納得いか
ない形で計画が進もうとしている。  
個人商店や、商店会のつながりが一掃され、従前の
土地性を失うという声が多く聞かれるという。  
 
4.計画概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.更新後の街区の設定  
 十二社通りから垂直方向に通り抜け道路を整備し、
大きく二つの街区に分けることとし、共同化した敷地
のまとまりとして、この道路二面共に接道するように
敷地を選定していく。  
 これにより接道条件をみたさないという問題を解消
し、全体として街区内の道路面積の増加を抑える事と
する他、生活空間には車両が入らない人のための「路」
で構成する。（左上図）  
 
2.共同化による北側斜線制限の緩和  
 一戸一戸に北側斜線制限がかかっていたため、300%
の容積率を使いきれないことがこの土地の豊かさを生
んでいたのと同時に、一等地でありながら、建て替え
ができない枷となっていることも事実である。  
 ある規模で敷地を共有することで、敷地に厚みを持
たせ、北側斜線の緩和を受けることを考える。  
 
 
5.設計概要 
1.建物どうしの残余を取り込む「ハコの分割」  
 建築技術やプライバシー意識の向上により、１建築
物に高度にアクティビティーを詰め込み過ぎることが
可能となってしまった現在、建蔽率 60%以外の 40%は
都市の中に途切れることのない残余空間のネットワー
クを作っており、木造密集市街地においてはその多く
が庭木にあふれ、憩いの空間インフラと化している。  
 この環境を生活に取り込む・また、生活を外部環境
にはみ出すような構成を提示する。  
 
 
 
 
 
               （ハコの分割モデル  
2.インテリアとエクステリアの混在  
 分割されたボリュームの向き合い方により３パター
ンの空間を見つけ、遠近や深浅の程度により適応させ
ていく。  
 
 
 
 
 
 
左から、インテリア×インテア・インテリア×エクス
テリア・エクステリア×エクステリアの３パターン。  
挟まれた空間の私性の変化により計画する。  
 
3.配置の決定  
 下図左から順を追う。  
 建ぺい率分のボリュームを敷地におき、敷地に分散
させる。そしてそのボリュームにハコの分割を適用さ
せる。  
 分割されたボリュームにインテリアとエクステリア
の対応のパターンを適用する。  
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